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を使用する．被験者数は 10 人であり，1 人につき 6 セッ
ション(被験者 5 のみ 4 セッション)の対話音声を収録した．












3.1 音響的特徴量の抽出  
対話音声から 384 次元の音響的特徴量を抽出した．抽出
した特徴量のうち，162 次元の音響的特徴量に t 検定によ
る有意差が認められた．紙面上の関係で，有意差が確認さ








後の F0 値は約 35％下がることが確認された．F0 は声の
高さを示しているため，破綻後は声の高さが低くなる傾向
が示唆された． 





















5 だけではなく 10，15 に変更した値もそれぞれ求めた．  
 
4 評価実験  
有意差の認められた 162 次元音響的特徴量と 12 次元の
視線の特徴量を用いて，対話破綻の識別を行った．識別器
は Random Forest を用い，10-分割交差検証により評価した．
結果を表 1 に示す．  





















 Precision Recall F-measure 
破綻 0.929 0.897 0.912 
非破綻 0.900 0.931 0.915 
加重平均 0.914 0.914 0.914 
 
